
令和２年度公益財団法人鳥取県畜産振興協会事業報告 

 

 

Ⅰ 総括 

 

１ 組織運営について 

 （１） 評議員会、理事会の開催と主な事項 

開催日 項目 議題 

令和 ２年 ４月 ３日 第２３回理事会 令和元年度事業報告、財務諸表の承認について 

令和元年度剰余金の取り扱いについて 

令和２年度補正予算書の承認について 

第１７回評議員会の招集について 

令和 ２年 ４月１７日 第１７回評議員会 令和元年度事業報告、財務諸表の承認について 

令和元年度剰余金の取り扱いについて 

令和２年度補正予算書の承認について 

令和 ２年 ７月２１日 第２４回理事会（書面） 第１８回評議員会の招集について 

令和 ２年 ７月３１日 第１８回評議員会（書面） 評議員の補欠選任について 

令和 ２年１１月１１日 第２５回理事会 諸規程の改正について 

諸規程の制定について 

令和 ２年１２月２３日 第２６回理事会（書面） 第１９回評議員会の招集について 

令和 ３年 １月１８日 第２７回理事会 令和３年度事業計画、収支予算の承認について 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

 

令和 ３年 １月１８日 第１９回評議員会 令和３年度事業計画、収支予算の承認について 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

 

 

 （２） 監査 

令和 ２年 ３月１９日  令和元年度決算監査 

 

 (３) その他 

令和 ２年 ７月 ２日  運営組織及び事業活動の状況に関する立入検査（県行政監察・法人指導課） 

令和 ２年 ７月 ７日  働き過ぎ防止に関する調査(鳥取労働基準監督署) 

令和 ２年 ９月１６日  令和元年度決算に係る事務監査(県監査委員事務局） 

令和 ２年１０月２３日  令和元年度決算に係る本監査(県監査委員） 

令和 ２年１０月３０日  乳用牛預託農家との意見交換会（大山放牧場） 

令和 ２年１１月１０日  乳用牛預託農家との意見交換会（鳥取放牧場） 

  



２ 各事業報告について 

 （１） 放牧預託事業 

令和２年度の預託延べ頭数は、前年度に対して４，５０２頭の減少。内訳は、乳用牛が７，７８１頭の減少、

肉用牛が３，２７９頭の増加であった。預託料は前年度に比べ４．０％の増加、１０，８７３千円の増収となった。 

   

延頭数(頭) 預託料(千円) 延頭数(頭) 預託料(千円)

乳用牛 184,992 120,145 184,860 113,420 105.9

肉用牛 83,780 42,728 80,501 40,539 105.4

乳用牛 180,123 117,255 188,036 115,296 101.7

肉用牛

乳用牛 365,115 237,400 372,896 228,716 103.8

肉用牛 83,780 42,728 80,501 40,539 105.4

計 448,895 280,128 453,397 269,255 104.0

前年対比
(％)

合　　計

令和２年度 令和元年度
牧場名 畜種

鳥取放牧場

大山放牧場

 

 

(２) 人工授精、移植、採卵事業 

人工授精は、前年度並みの延べ２，1２６頭、９，３２１千円となった。 

受精卵移植は、延べ２３頭の増となり、受精卵販売は、前年度の同数の販売となった。 

採卵は、農家庭先採卵頭数が延べ７４頭減少、２，３０７千円の減収となった。 

　①　事業実施状況

延頭数(頭) 手数料(千円) 延頭数(頭) 手数料(千円)

人 工 授 精 2,126 9,321 2,131 9,179 101.5%

受 精卵 移植 267 3,025 244 2,818 107.3%

受 精卵 販売 (107個) 2,354 (107個) 2,311 101.9%

受 精卵 採卵 263 12,412 337 14,719 84.3%

合　　計 2,656 27,112 2,712 29,027 93.4%

令和２年度
区　　分

令和元年度
前年度対比（％）

 

　②　受胎状況

延頭数
(頭)

受胎頭数
(頭)

受胎率
(％)

受胎に要する
精液本数(本）

延頭数
(頭)

受胎頭数
(頭)

受胎率
(％)

受胎に要する
精液本数(本）

人 工 授 精 2,002 970 48.5 2.1 1,495 775 51.8 1.9

受 精卵 移植 684 279 40.8 - 553 251 45.4 -

合　　計 2,686 1,249 46.5 - 2,048 1,026 50.1 -

区　　分

令和２年度 令和元年度

 

 

 

 

 

 



 (３) 牧草管理事業 

鳥取放牧場においては、猪・鹿による採食被害は発生するが、牧草地の更新を計画的に実施してきたこと

により令和２年度の牧草収穫量は前年度に比べて３１トン増加した。湖山池周辺草地では福井地区の採草地

５ha で収穫が可能となったことから前年度に比べて１７トン増加した。 

大山放牧場においては、１０６トンの減収となった。 

全体で見ると、前年度に比べ３．６％の減収となった。 

 

　①　牧草生産状況

採草
面積

牧　草
収穫量

平均
収量

採草
面積

牧　草
収穫量

平均
収量

採草
面積

牧　草
収穫量

平均
収量

鳥取放牧場 21.0ha 205.0ｔ 9.8ｔ/ha 26.5ha 174.0ｔ 6.6ｔ/ha 79.2% 117.8% 148.5%

湖 山 畑 31.0ha 627.0ｔ 20.2ｔ/ha 26.0ha 610.0ｔ 23.5ｔ/ha 119.2% 102.8% 86.0%

大山放牧場 61.0ha 726.0ｔ 11.9ｔ/ha 72.8ha 832.0ｔ 11.4ｔ/ha 83.8% 87.3% 104.4%

合　　計 113.0ha 1,558.0ｔ 13.8ｔ/ha 125.3ha 1,616.0ｔ 12.9ｔ/ha 90.2% 96.4% 107.0%

令和２年度
区　　分

令和元年度 前年度対比

 
 

　②　自給率

区分 令和２年度 令和元年度 前年度対比

牧草購入量 2,558.0t 2,236.2t 114.4%

牧草収穫量 1,558.0t 1,616.0t 96.4%

計 4,116.0t 3,852.2t 106.8%

自給率 37.9% 42.0%  

 

　③　草地更新

全面更新 簡易更新 計

鳥取放牧場 8.2ha 2.0ha 10.2ha

大山放牧場 3.0ha 4.9ha 7.9ha

俵 原 牧 野 8.0ha 0.0ha 8.0ha

合　　計 19.2ha 6.9ha 26.1ha

区　　分
令和２年度

 

 

 

 

３ 事業報告に係る附属明細書 

 

   記載事項なし 


